
10月１日曳山「猩々山」
の組み立てもいよいよ
最終段階。金箔の飾り
も順々につけられてい
きます。

山建が終わるといよい
よ曳初めです。

レイカ大津がボランティア活動として大津祭に参加して、今年で11年になります。
今年もレイカ大津､在校生､サポート隊一体となって延べ約80名が参加しました。

祭は10月１日の山建に始まり、10月７日の宵宮、10月８日の本祭と続く13基の曳
山を中心とした天孫神社の祭礼です。今年の「鬮取り式」で長年レイカ大津が曳い
てきた「猩々山」が一番くじを引き、鬮取らずの「西行桜狸山」に続いての巡行と
なりました。今年のもう１基担当の曳山は「神功皇后山」です。

山建



曳初めは一般市民も参加で
きます。今年は「猩々山」が一
番くじを引いたためか、例年
より多くの方々が参加されま
した。

お囃子に合わせて、試し曳も
順調に行われました。近隣の
曳山も順調に山建がすすん
だようです。



10月７日宵宮では「神功
皇后山」の宵宮曳に参加
しました。

天孫神社の宮司のお祓
いを受け出発しました。

時々雨が降る天気でした
が、幸いにも巡行中は降
られませんでした。

この山は猩々山に比べる
とかなり重く、辻回しは大
変そうでした。

下り勾配では曳き手は前後に分かれ、
後ろはブレーキ係になります。

宵宮



猩々山の宵宮曳には在校生、
サポート隊、レイ大OBの長柄衆
が参加しました。
宵宮ではからくり人形が間近で
見られます。右)猩々山､左)神功
皇后山



10月８日本祭巡行の順位(西行桜狸山は鬮取らずの1番目。猩々山
は2番目、神功皇后山は11番目）。曳き手は、猩々山は在校生とサ
ポート隊。神功皇后山はレイカ大津同窓会員。

本祭



大津祭では厄除けの粽を
曳山から撒きます。



からくりを演じることを所望
(「しょうもん」と地元では発音）と言
います。この間、曳き手は見
物の邪魔にならないようにしゃ
がみ込んで待機しています。

大津祭のボランティアは山の曳き
手だけでなく、案内係、昼食会場係
なども担当してます。


